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日本 藻類学会 々則

第 1条 本会は日本藻類学会と称する。

第 2条 本会は濠学の進歩普及を図り，併せて会員相互の連絡並に親l佳を図ること

を目的とする。

第 3条 本会は前条の目的を達するために次の事業を行う。

1. 総会の開催 (年1回)

2. ~類に関する研究会 ~iYJ習会， 採集会等の開催
3. 定期刊行物の発明l
4. その他前条の目的を達するために必要な事業

第 4条 本会の事務所は会長のもとにおく。

第 5条 本会の事業年度は4月1自に始り，翌年3月31日に終る。
第 6条 会員は次の 3種とする。

1. 普通会員(藻類に関心をもち，本会の趣旨に賛同する個人又は団体で，役員

会の承認するもの)。

2. 名誉会員(滋学の発達に貢献があり，本会の趣旨に償問する個人で，役員会
の推IPiするもの)。
3. 特別会員(本会の飽旨に賛同し，本会の発展に特に寄与した伺人又は団体で，

役員会の推泌するもの)。

第 7条 本会に入会するには，住所，氏名(団体名)，職業を記入した入会申込書を

会長に差出すものとする。

第 8条 会員は毎年会費 500円を前納するものとする。但し，名誉会員及び特別会

員は会践を要しない。

第 9条 本会には次の役員をおく。

会長 1名。 幹事若干名。 評議員若干名。

役員の任期は2ヶ年と し重任することが出来る。但し，評議員は引続き 3期選出さ

れることは出来ない。

役員選出の規定は別に定める。(附則第1条~第4条)

第四条 会長は会を代表し，会務の全体を統べる。幹事は会長の怠を受けて日常の

会務を行う。

第 11条 評議員は評議員会を構成L，会の要務に関し会長の消聞にあづかる。評議

員会は会長が招集し， また文書をもって. これに代えることが出来る。

第四条 本会は定期刊行物 「滋類」を年3回刊行し， 会員に無料で頒布する。

(附 JlIJ)

第 1条 会長は閣内在住の全会貝の投票により，会員の互選で定める(その際評議

日会は参考のため若干名の絞補者を羽上限する Eとが出来る)。幹事は会長が会員中よ
りとれを指名委嘱する。

第 2条 評議員の選出は次の二方法による。

1. 各地区別に会員中より選出される。その定員は各地区 1名と し， 会員数が50
名を越える地区では 50名までごとに1名を加える。

2. 総会に於いて会長が会員中より若干名を推lおする。但し，その数は全評議員
の 1/3を越えることは出来ない。

地区i!ilJ~土次の 7 地区とする。
北海道地区。東北地区。関東地区(新潟，長野，I.Li梨を含む)。中部地区(三重を含む)。
近畿地区。中国 ・四国地区。九州地区(沖縄を含む)。

第 3条 会長及び幹事は評議員を兼任することは出来ない。

第 4条 会長および地区選出の評議員IC欠員を生じた均・合は，前任者の残余j羽閥次
点者をもって充当する。

第 5条 本会員IJはIIB和33年 10月26日より施行する。



九州西岸に産する οJルル111111々 (iCI{lについて
右田清治*・ー木明子**

s. MIGIT A and M. ICI-IIKI: Notes on Cutleria IIlultifida new to Japan 
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78 務類第10巻第3号昭和37年 12月
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九九-..ゐ

Fig. 2. Cμtler ia IIII/.lti fid，ι(SMlTI-I) GREVILLE 

A， plant of slencler form 

B， plant of broacler form. 

ててさしっかえないと

の乙とで乙とにli(1i~忍を

何たものである。

CμtLeri，α11凶 Ltijidμ

は地'1't(，j及ひ、ヨ ーロツ

パの|民海lζ産してCI/.l-

leriaの代表1"fiともい

えるものであるが，1 1 

*近仰においてはごii者

需の知る限りでは未だ

その分布については知

られていない。その:<1>:

聴が長崎県lζ産する乙

とは興味ある乙とであ

りここに日本新j主とし

て報告したいと思う。

さて本極は Fig.2

lζ見られるように基郎

は小さい盤状部で基物

lζ付着し，体は直立し

て両さ 5~30 cm 位ま

でのものが見られた。

しかし，他の文献では

1O~40 cm (NEWTON， 1 93 1 ) 及び 5~15 cm (KYLIN， 1947)等という記i肢もあ

り，かなり変化があると忠われる。叉状分岐した体は|時に三叉状K分岐し，

上方にゆくにつれて分 11成もひんぱんになり，幅主たくなった紋はかなりねじれ

ているのも見られた。その分岐点は広間せず，各校の]頁端lζは長い毛をもち

明らかに]}J毛生長することを示している (Fig.3， C)。

水利ーには I~II-r; の狭い休 (Fig.2 ， A)とlよい体(Fig.2， B)のものがあり， i1ij者

は休の」下;'~ií とも約 2 mm の IVh '; となっている 。 しかし後者では幾分張状をな

し 1最もl隔11-、いiffi~ ~ で はがJ 10 111m Iζもなる。 その分|肢のようすも不規則に

なり，上半部ではいちじるしく狭少な校になっている。乙れらを比絞する |時，

一一つ一一】
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右回 ・ー木 九州西岸(C産する Cutleria川 111./ i.メ，~/a について 79 

Fig. 3. Cutleria.川IIlt.ifida.(SMlTI-r) GREVILLE 

A， female gam巴tangia，X 350. B， male gametangia， X 350. 

C， apex of the thallus， X 150. D， transverse section of th巴 thallus，X 40 

両者は別極かと忠われる程であった。 なお休のIV1lrIがdkいものは LINDAUI三R，

CHAPMAN and AIKEN (1961)の記e肢から判断して C.IIlUltポda(SMITH) GRE-

VILLE var. taojica GRUNOW !ζ幾分似ていると忠われる。

イ本の横断而を見ると j支層 lζ は小7r~の有 色の刻1\胞がぎっし り と 1 ~2 屈を

なして並び，内部はかなり大形の刻1I1J包で柔組織的柿むをしているのが観察さ

hた (Fig.3， D)o 

ノ 本語の配 (11~ 休は øtiU4t異名1< で ， v.i. jII保湾ではほぼ|司数の雌雄の体が採集さ

れた。配偶子泌は休の表而に点状のmをなして散花しているのが認められ，
配偶子議lt下は雌がJ4fより出い色を果するが，外形的lζはdti(J4(の配偶休の1m，ζ
は何らのl¥JIllt11もないようである。

i昨年kの雌判配(11)子泌 (Fig.3， A) は， 表皮細I\jJ~から失 l li した 関 iWi校の先立;jJ

又は側而 lζ ついていて，やや大形で円柱形，長さ約 45~75μ，幅 25~40μ で

3 



80 ~類第 10 巻 ~3 号 11日手n 37 年 l~ 月

l付J11の都1111包は表日11切では 2縦列

をなし，とれらは4又は8段に区

切られているのが矧祭された。

乙の配山子泌が品目的rfiiiでは 4本
からなっている乙とは， SMITH

(1955)の図によく 一致する。

Þ1U~の雄事1 : 配{lJj子泌 (Fig.

3， B)は， ~ti( iζ くらべて小さく制11

以くなっており，長さ約 50μ，

'Plii 10-15/1までのものが見ら

れ体表而から長くのびでた分岐

の多い関節枝の側1(liK一つずつ

1!!¥州でついている。内部は数多

くの小宗ーに区切られていて表市i

IiJJでは 2又は 4-5縦列をなし，

乙れらは 201~仇まで区分され

ている。との配(lJj子治2はtW断日11
では 8去になっているととが制

祭されたが乙れも SMITH(1955) 

の区liCよく一致した。

イ本は YJ，小~_i又は以 j'Ö:'上に

JjJf: 

りjμ広iム、純IJ川J川l1，κζ分A布Jしている。

、，

J 9 fI '~ 

、s
. 

.、
匂 ‘マネ今* 

持

A" '‘ 
ゆ ゆ ，

錦、

Fig. 4. ClIlIeria lIIu/tijida (SMITH) 
じREVILLE

A ancl B， • ¥g/auzulli{/-stagc， A， X ~， 

B， x100. 

~lfJ'傑肢について KYLlN (1947)は10-20111と報(lIしているが，16: Il!:以

前では平均低i， :ÿげtt lífj 近より 7.1<派 8m 位の海JJ主で保比された。 ~ .'i'，ζ{氏湖線よ
り4111までのノK13Eでコモ ンナガブク ロAゆeJ・OCOCCLlSbullosl/.s，ヨコジマノ リ

Slru川 iaattenuωα25-と混生して多数生育している。

配間体は 12刀上 rll旬iζ 1-2cmの幼休が H:JQし 2月頃には数 Cln""""'"

10 CIl1 K_仲長し， 3-4月以降に配偶子磁の形成が兄られるようになり 6-

7月lζ消失する。配flJj子は 4月頃からli文出され始め，そのlJ{tJDJは5月上rl'句

のようである。 なお 11月lと亦下するワカメのJり'II(用のロープにも本経の配

flJJ休の荒生がfリ11問者宅された。 本科の AgLaozollia-stageとよばれる胞子体

- '1 



右田・一木: 九州問停に産する ('lItlrriaJJlldlifidaについて 81 

(Fig.4)は，培養では観察しているが天然では未だ発見していない。本種が佐

世保湾やその近接地に生育する乙とは，船体について外岡より運ばれたもの

が環岐条件の適合した乙の湾内で噌硝して大尽に生育するようになったもの

と考えられる。

本穫の有1名についてはその外観から、乙とに「ひらむちもjと名づけた

いと思う。

稿を終えるにあたって政瀬川教授に対し，その生前の街l懇篤な御JH呼に

心より感謝巾し上げ，また木研;の査定について創l教示戴き，本稿の御校闘を

下さった北大・山田幸男教授及び材料の提供その他で多くの御助力を戴いた

九大・吉田忠生氏に厚く御礼申し上げるの

Summary 

(~lIlleria IIl1dtifida (SMITH) GREVILLE is here reported as ne¥v to Japan. 'fhis 

alga was collected from Sasebo Bay and its vicinity， Nagasaki Prefecture. 'l'he 
gametophyte of this species is found in the months from November to .Tuly of the 

next year， and becomes fertile in April ancl May. The sporophyte (.4glaozollia引 age)

grew up in culture， but it has never been seen in nature. 

参考文献

KUTZING， F. T. 1859. Tabulae Phycologicae， IX. Nordhausen. KYLIN， H. 1947. Die 

Phaeophyceen der schwedischen Westkuste. Lunds Univ. Arsskr. N. F. Avd. 2. 45 

(4): 1-99. LINDAUER， V. W.， V. 1. CI-lAPMAN and M. AIKEN. 1961. The marine algae 
of New Zealand 11: Phaeophyceae. Nova Hedwigia 3 (2， 3): 129-350. NEW rON， L. 

1931. A handbook of the British seaweeds. London. SMITH， G. M. 1955. Cryptogamic 

botany. Vo1. 1. 2nd ed. New York. 
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炭酸塩類および2，3栄養塩類欠除の
人工海水によるノリ糸状体の培養

尾形英二*

E. OCATA: Growth of COllchocelis in the artificial sea water 

free from carbon source ancl some nutrient sa1ts 

光，温度が適当ならば，全く炭酸源、の供給を断ったといえる状態でも，

糸状休は少しでも貝殻中に穿孔すると，その後相当程度生長できる乙とをま

えに尾形(1961)があきらかにした。乙の現象は，糸状体が基物である炭酸カ

ノレシウム中に穿孔する乙とにより分解してえられる炭酸系物質を，ある程度

光合成のための炭酸源として利用し生長するものと考えると都合がよい乙と

もそのときに論じた。乙の考えの主な論きょとした事実は，アコヤ貝に少し

穿孔した糸状体を，流動ノマラフイン巾に深く沈めて培養しでも， 42日間昼夜

点灯後の結果において，大多数のものは白浄海水中で地養したものと垂直的

方向の長さにおいてかわりのない生長を示した実験である。乙の場合形態が

少しことなり，また枯死するものも多い乙ともたしかであるが，他に 2，3の

傍証となるような実験結果もえているので，乙のような考えを発表した。

ここでは上にのべた考えをさらにたしかめるために，炭酸源となるべき

塩類を完全に除いた人工海水を調製し，アサクサノリの糸状体を培養したと

乙ろ，興味ある結果をえたので，それについてのべる。なお炭酸塩類の他に，

拾抗現象に重要なカノレシウム塩，栄養塩類として重要な硝酸塩，燐酸塩，そ

の他，鉄晦，マンガン梅，キレ戸ト弗jをそれぞれ欠除した人工海水中におけ

る地養もてp・行して行なったので，その結果についても予報的に報告する。

材料および方法

吉見地先で増殖していたアサクサノりを母:藻とし，アコヤ貝にその果胞

子を 1962i:f: 4 月 5~6 日播種したものを材料とした。 7 日から 17 日までは

自浄海水中で室内 (100~150 lux)のうすぐらいところで培養した。 乙の少し

糸状休が穿孔したアコヤ貝殻の表聞をよくぬぐって手早く再蒸溜水中であら

い、人工海水による椛義実験にうつした。乙のときの糸状体の表而観察によ

後農林省水産講習所

The Bulletin of Japanese Society of Phycology Vol. X. No. 3， December 1962. 

-6-
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第 1表人工海水の組成 (mg/l)

NaN03 23.5x 103 Modified Pl-sol. 

Na2S04 4.0X 103 殺EDTA-Na2 6.000 

MgC12・6H20 11.0x 103 ミ~FeC13 ・ 6H20 0.772 

後CaC12-2H20 700 後MnC12・41-120 0.864 

後NaHC03 200 ZnCl2 0.061 

後NaN03 20 CoC12・6H20 0.024 

後'Na2HP04・12H20 10 CUS04・5H20 0.0094 

KCl 660 

KBr 100 

H3B04 30 

SrC12・6H20 40 

NaF 3 

AICl3・6H20 3 

Na2MoO-2H20 0.05 

ョーはそれぞれ除去したもの

る長さは，約20"，，40μ である(第 1図 a)。

用いた人工海水は第1表のとおりである。乙れは，松井・尾形 (1961)，

尾形・松井 (1961)が用いた， LYMAN and FLEMING (1940)の人工海水に須藤

(1960)のmodifiedPl-sol.を加えたもので， 実さいはさらに少し改変してい

る。試薬は特級を，水は再蒸溜水である。

調製した各塩類欠除の人工海水は第 1表の組成のうちから NaHC03を

はじめとする検印の塩類をそれ寄れ欠除したもの 7種類である。対照は第 1

表のすべてを合む人工海水で，自浄海水も参考のため用いた。各種塩類欠除

の人工海水は，NaHC03の場合を除いてつぎの例のように略称した(例:

NaN03欠除のときは N一欠除とよぶ)。

培養は， 白色鐙光灯の照射下(8001ux，宗祖)でお乙なった。室組(正午)

は， 4月17日が 180C，6月6日(50日目)が24.20Cで， そのあいだはこれら

の室温以下および以上になる乙とはなかった。

結果および考察

第 1図および第 2図は， 培養開始(第 l図 a)およびその後 50日間の生

長結果を示す顕微鏡写真である。乙れからあきらかなように， p-欠除の人工

-9-
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海水中の生長(第1図 f)を除いては，表而観察による糸状休の生長は，対照

(第 1図 b)とほとんどかわりなく生長繁茂する乙とがわかる。 p-欠除以外の

ものは，民主!t表而の糸状休斑のひろがり，色調等も対照とあまりかわりがなL、Q
Pーク;除の場合(第 1図f)の生長はきわめてわるく，肉眼的な糸状体斑もみと

められないの乙の結果からみて、注IIlこ値するのはやはり NaHCO:¥-欠除の

人工海水111(第 1閃c)でも対照(第 1図 b)と大栄のない生長を示すという事

尖であろう。 Jff誌は人工海水をみたした収111:=ピンにふたをしてlf'ff[首.したもの

の"-1で行なったから，分圧の小さい?足気rllの CO2 ガスが NaHC03欠除の人
工海水rllに溶解することは、ほとんど問題にならない程度のものと思う。し

たがって糸状休は光介成のための炭階源をlffj毒液11'にもとめなくても、ある

粍度生長できたことになるのすなわち，やはり糸状休は少なくとも生長の初

期においては，その光合成のための段階初日の大半を只殺rl-lにもとめていると

考えてよいであろう。寺本・木下(1961)はfreeCO.，および HCO;の明大が

糸状休の光合成を急激に高めるという。糸状休の光合成と生長とのi渇述はま

だ未解決の問題であるので，くわしくは不明であるが，少なくとも藻類以上の

植物は光合成を行なわなくては生長しないから，J二記のfreeCO2， HCO;の憎
加にもとづく光合成の増大はおそらく一時的なものであって，糸状休の生長

そのものには大した影響をおよぼさないものと考える。前の研究(尾形，1961)

で， 海水中，CNaHC03を種々の濃度になるようにくわえても， 表而観察に

よる生長も1[1:長方向の生長も増進する乙となく，ほとんど対照(自浄海水)と

かわらない乙とをみている。乙の事実も著者の考えを支持するものであって，

結局外部からの炭酸似の供給は糸状休の生長にとってあまり問題にならない

と考える(一時的な光合成速度の増加については問題は別である)。

Ca-欠除の人工潟水中でも，糸状体はよく生長する(第 l図 d)。乙の事実

も糸状休の穿孔によって貝殻の CaC03が分解.し， その結果， 海水rll，乙遊離

したカノレジウム分が海水の pHの上昇とあいまってサメ肌の原因になるので

あろうという推論(尼形， 1961)をさらにうらづけるものと考える。カルシウ

ムは塩類の拾抗作用上欠く事のできないもので，淡水藻などはカノレシウムの

欠除で，多くが他のイオンの害をうけて枯死にいたる(坂村， 1958)。 しかし

少しでも穿孔した糸状休は，みずから放出するカルシウム成分によって、す、

ぐに人工海水のカルシウム欠除の状態を回復するのであろう。

栄養指定!のうち，糸状休にとって Nの欠除(第1図 e)も大した影轡がな

- 10-
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く対照と大差がないが， pの欠徐(第 1図 f)は影響が大きく生長がきわめて

わるい。すなわち，燐酸塩の過剰は薬害があるが(尾形， 1961)，欠乏は生長

をいちじるしく抑制する。

その他 Fe(第2図 g)，Mn (第2図 h)，EDTA(第2図 i)等の欠除も大し

て糸状体の生長に影響がない。

ただ， 50日以後になると， N一欠除のものは色調が悪くなり， NaHC03一欠

除のものも色が変化してきた。しかし乙れらおよびp-欠除のもの以外，すな

わち，対照， Caー， Fe-，Mn-，EDTA-欠除のものは色調も表面観察による

繁茂の状態も，自浄海水中のもの(第2図j)より相当よい。また一般に閉殻

筋痕のと乙ろでは糸状体斑の繁茂がよく， 色もよい乙とは前報(尾形， 1961) 

と同じである。

形態については，第 1図a~f，第2図 g-.JJをそれぞれ比較するとわか

るように，少しずつ対照と乙となった様相を示している。

以上培養50日間(昼夜点灯)の結果について予報的に速報したが，培養

液の pH，その後の生長，垂直方向の生長の差，形態の差の細部等について

は，後報でくわしくのべたい。

おわりに，人工海水について便宜をいただいた松井敏夫氏に御礼申し上

げる。

要結

1) 炭酸源となるべき塩類を欠除した人工海水中でも，いったん員殻中に

穿孔した糸状体は少なくとも初期のあいだは対照、と大差なく生長する。

2) Ca-欠除の人工海水中でも，糸状体は対照と大差なく生長する。

3) Nを欠除しても，糸状体の生長は初期において対照と大差がないが，

のちに色調が悪くなる。

4) Pを欠除すると，ほとんど生長せず，生長しでもわずかである。

5) Fe， Mn， EDT A等を欠除しても，糸状体の生長にはなんらさしっか

えがない。

6) 生長初期は， p-欠除以外のものは，すべて自浄海水中で培養したもの

より色調がよい。

Summary 

Shell-inhabiting Cnnchocelis is able to grow to some extent even when cultured 

in the carbon source-free artificial sea .water (Fig. 1， c). This fact supports the 
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previously reported theory (OGATA， 1961) that the Conchocelis has an ability to utilize 

the carbon source derived from the calcareous matrix for photosynthesis. 

The results obtained by the culture experiments of Conchocelis in some important 

salts-free artificial sea water as media are summarized as follows: 

1) ln the calcium-free medium， Conchocelis grows (Fig. 1， d) as well as in the 
complete one (Fig. 1， b) or in natural sea water (Fig. 2， j). 
2) ln the case of nitrogen-free medium， Conchocelis shows almost normal growth 
(Fig. 1， e). 
3) Phosphorus is indispensable for the growth of COllchocelis (Fig. 1， f). 
4) Conchocelis is able to grow in iron-(Fig. 2， g)， manganese-(Fig. 2， h) or EDTA・

free (Fig. 2， i) media， respectively. 

文献

LYMAN， J. and R. H. FLEMING (1940): Composition of sea water. Jour. Mar. Research， 

3， 134-146.;松井・尾形(1961):海藻の光合成に関する研究.1.光，炭酸との関係.昭和36

年度日本水産学会秋季大会講演.，尾形・松井(1961): . 11.塩分，乾燥の影響.同

前.，尾形英二(1961):ノリ糸状体の生長に関する研究.農水講研報， 10， 423-500.;坂村

徹(1958):植物生理学.東京.，須藤俊造(1959):スケレトネマのための人工培養液.水産増

殖， 7， (No. 2)， 17-19;寺本・木下(1961):“アサクサノリ"糸状体の光合成に関するこ，ー

の知見.藻類， 9， 77-82. 

アミジグサ目の形態発生
111. エゾヤハズの胞子形成の異状袋

熊谷信孝**・猪野俊平***

N. KUMAGAE & S. lNOH: Morphogenesis in Dictyotales. 111. 
Abnormality in spore formation of Dt"ctyopteris 

divaricata (OKAM.) OKAM. 

アミジグサ目の世代交代は胞子をつくる複相の世代と，それと同形の配

偶子をつくる単相の世代との繰り返しであるとされているが，実際に配偶体

後 岡山大学理学部生物学教室植物形態学研究業績No.85.

玉野臨海実験所業績 No.95. 
鰍福岡県立田川高等学校

掛後 岡山大学理学部生物学教室

The Bulletin of Japanese Society of Phycology Vol. X. No. 3， December 1962. 
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中に数細胞列の髄層がある。 中肋の部分では厚く 7，，-，9列，縁辺部では 3"-'5

列の乙とが多い。正常な葉状体では (Fig.1)細胞は互に結合し細胞間隙は見

られない。また髄層の細胞膜はよく染色され厚く見える。しかし胞子形成の

異状性がみられた葉状体では，初め中肋の髄層の中央部に染まらない部分を

生じ，それまで密に結合していた膜が離れ，個々の髄細胞が遊離する (Fig.2

Fig. B. 

Fig. C. 

Fig. D. 

Fig. E. 

Fig. F. 

F 

x660 
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とA)。遊離と同時に，各細胞は球形か卵形になる。 この中肋部の髄層に起

った細胞の遊離現象は徐々に表層におよんでいく (Fig.3とB)。エゾヤハズ

では表層に色素体は多く，髄層には少ない。しかし遊離をはじめた髄層細胞

には色素休が急に増加した (Fig.A)。 中央部で遊離した細胞は，表層の細胞

のくずれと共に， 単細胞のまま海水中に放出されるもののようである (Fig.

B)。 しかし表層のくずれるのが遅れると，はじめにできた遊離細胞は，その

場所にとどまったままで，細胞分割を行なう (Fig.4とCLFig.5は葉状体の
細胞のほとんどが，遊離生殖細胞すなわち胞子となり，細胞分割を行なうを

示す。これらの異状に形成された胞子の大きさはまちまちで大小が見られる

が， その核には 1個の仁と染色糸が見られた(Fig.D)。 乙の胞子発生は放出

されたものでは観察する乙とができなかったが，葉状体についたままの胞子

ではよく観察する乙とができた。まず第1分割壁が横走し2細胞となり (Fig.

E)，次に第2分割壁が第1のものに直交するので，等形の4小細胞に分けら

れる (Fig.F)。 その後の分裂はやや不規則であり， 十分に観察することがで

きなかった。

考察

造胞体の髄層の細胞が遊離して，放出されるといった例は，アミググサ

自のものでは今日まで報告されてない。また著者らも乙れまでに観察した個

体ではそのような事実はなかった。乙の異常の胞子の遊離を見た個体の縁辺

部の表層細胞から通常の四分胞子嚢の形成されるのも見た。乙のように髄層

や表層の解離によって遊離細胞ができ，それが胞子のように細胞分割を行な

い発生をつづけるとすれば本種の生殖の一方法としてとりあげなければなら

ないことになる。先の時田・正置・簸氏らの 1953年の報告によると， エゾ

ヤハズが造胞体のみで繁殖するとされているが，乙の観察事実は本種の一種

の栄養生殖ではあるまいかと思う。 また猪野(1936)，西林と猪野(1959)の見

たエゾヤハズの四分胞子の発生とは全く異なっている。乙の胞子形成の異常

性の解明は更に実験発生学的研究を繰り返して後に行ないたい。

Summary 

Abnormal spore formation was observed in the thallus of Dictyo.ρteris divaricata 
(OKAM.) OKAM. Cells of medullary layer become gradually looser from each other 

and the cells which became quite free are globe in shape. This process is performed 

from the interior of medulla to the surface layer of the thallus. During the process， 
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chromatophores in the medullary cell increase in number. 

Abnormal spore at first divides into two cells， and the second division is perpen-
dicular to the first. 

文 献

1) INOH， S. (1936): On tetraspore formation and its germination in Dictyopteris 
divaricata OKAM.， with special reference to the mode of rhizoid formation. Sci. 
Pap. Inst. AIgol. Res.， Fac. Sci.， Hokkaido Imp. Univ. 1， 213-219. 2) NISHIBAYASHI， 

T. & S. INOH (1959): On the life history in Dictyo旬ceae.I. Tetraspore-development 

.in Dictyota dichotolna (HUDS.) LAMOUR.， Dictyopteris divaricata (OKAM.) OKAM.， 
and Padilla japonica YAMADA. Bot品 Mag.Tokyo， 72， 261-268. 3) TOKIDA， J.， T. 
MASAKI & H. YABU (1953): On the rhizoids of Dictyopteris divaricata (OKAM.) 

OKAM. Rep. Bull. Fac. Fish.， Hokkaido Univ. 4， 149-156. 

ブルウキモの漂着

時田部

J. TOKIDA: Stranding of Nereocystis luetた'ana
on the eastern coast of Hokkaido 

去る 6月7日の朝日新聞に「全長 15メートノレ余の怪物， 北海道の海岸

で発見」と題する写真入りの記事が載り，北大水産学部に送って鑑定しても

らうととになっていると書かれていたので園内各地から 4通，海外の新聞に

も帯広発共同通信として報道されたので海外から 3通，合計7通の問い合わ

せの手紙を受取った。ところが翌日の新聞に「ヘピのような怪物は海草でし

た一一米海軍基地から知らせ」という記事が出てけりがついたと見え，現物

はとうとう-送って来なかった。写真は非常に良くとれていて，一見して直ち

にプノレ浮渓の茎であるとわかるので，写真のコピーを同新聞北海道支社にお

願いしたところ，乙乙に掲げる 2枚を送って頂いた。読者の新聞写真コンク

ーノレの応募作品とのことである。乙の機会に撮影者に敬意を表し，同支社広

報部の御好意を感謝する。

今回の漂着は北海道中川郡豊頃村大津附近の海岸で 6月5日午後5時

ごろ敦賀吉春さんという漁夫が波打ぎわに発見したもので，長さ 15ffi，頂部
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時国. プノレウキモの漂着

写真 A. 十勝大津海岸に漂着したプノレ ウキモ
の茎。徽広市小野善也氏撮影。

朝臼新聞北海道支社報道部の御好意による。

93 

の周囲 40cm， 中部の周

囲20cm，下部は次第lζ

細くなっている， と記 し

である。根と， 頂部の胞

子葉は取れていて無い。

プノレ浮藻の漂着につ

いては本誌9巻 1号lζ久

内清孝先生が岡村金太郎

先生の 2報文と筆者の小

文を紹介された。上記写

真の複写をお送り したと

乙ろ御返事を頂いたが，

その中に 「新聞記事は恐

ろしく 一般人を刺戟するようです」 とあった。その通りで，へピのような怪

物とあったため，多くの人の注意を惹いたらしく 7通もの問い合わせとなっ

たのであろ う。そのうち， 興味あるものを引用する 乙とを許し ていただ き

7こし、。

「私も 乙れとたしかに同じ物を 40年前lζ北太平洋で沢山見た様lと思いま

す。 ζの様なものが 10個か20個，ひとかたまりにもつれあって，いくつも

荒い波の聞に沈んでいました。当時荘、は七つになったばかしの少女でしたし，

たった一人でマニラ丸という船にのせられてグァンク ーパー(シアト ノレ?)か

ら横浜へ帰る途中でしたが，どんよりと暗い荒海の上lζ大蛇の様lζ思える大

きな頭のあるものが，いくつも群になって浮いているのを見ました時はとて

もおそろしいでしたが，よくよ く見てみると死体の様にそのもの自体は動け

ない事が解りましたので海草の一種が荒波にもまれて海の底から浮び上った

のだと一人できめて， おそろしさをなぐ さめていましたが，その本体が教え

て頂けましたなら幸と存じます。40年来のなぞが解決するわけです。J(世田

谷区竹|崎美恵子夫人)。竹崎夫人はその後のお便りで札幌とも縁故のある方と

わかりJ怪物 ζんぶのとりもつ不思議な御縁をあれ乙れと思いめぐら してお
ります」とあった。

海外からの一つは Dr.BRUCE S. WRIGHT (Director， Northeastern Wild-

life Station， University of New Brunswick， Fredericton， N. B.， Canada)から
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94 泌類第 10巻第3号昭和 37年 12月

写真 B. 十!路大i:ll海岸に潔着したプルウキモ
の茎を竿lζ掛けて全形を示す。

小野善也氏線影。

朝日新聞北海道支社報道部提供。

で6月7日付新聞切抜が

付けてあり， I記事の中

の大蛇の様な生物という

のは巨大イカ Archit巴u-

thidaeの触手に一番よく

似ている と思う。我々は

数年来，巨大イカの世界

各地の漂着を plotす る

仕事lζ 興味をもってお

り，雑誌や放送で一般の

注芯を惹きその報告を依

頼Lているが， 漂着は予

iEl以上lζ頻繁なものらしく，後進国では報道されずにいるものがあると思

う。」と記し，回答lζ対する礼状の中には「巨大イカの日本沿岸漂着のデータ

を得る乙とに非常に興味をもっている。漂着の日附標本の要点と大きさを

知りたい。写真のコピーには経費を支払う。誰[ζ も余り迷惑とならぬ程度{ζ

御斡旋願いたし。」とあったので， 乙の機会lζ過去の記録をお知りの方!C，ま

た将来漂着の事実lζ遭遇された方lζ乙の希望をお伝え して御協力をお願いす

る次第である。

海外からの問い合わせの他の一つは Austra1ianMuseum， Sydneyの元職

員である J.R. KINGHORNという方からのもので，Iこの怪物は外部が附着物

で被われたホ ースか，或いは海藻の茎ではあるまいか」と，妥当な意見を述

べておられる。もう一つは Philadelphiaで機械商を営む Mr.JOHN NUTTALL 

からで“Seamonster baffies Japan"という標題で書かれた新聞切抜が付けら

れ，1-娘が乙の怪物の正体を是非知りたいというので」と父親の愛情からの問

い合わせであった。

プJレ浮藻の生態と資源担;については最近カナダの BritishColumbia1.')と

加州の Carm巴[')に於ける調査が報告され， B.C ではアノレギン酸原料として

採取可能な資源量が Aぬcrocystis と合わせて年に 75~100 万 トン，乙れに他

のコンブ類を加えると年lζ少なくも 150万 トンと見込まれ，或いはとの 3倍

乃至 20倍が期待できるとする計算りもあるという。 との資源fZ;の主部を成

すものがブノレ ウキモである 。 Carmel では遊走子形成の感期は 6~9 月 ， 秋 lζ
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時間: プルウキモの漂着 95 

多量の植物体が海岸に打ちあげられ， 水面を被っている密生状態は 12月末

までに失われる。少数の植物体は 1月まで見られ， 4月には高さ l吹の若い

体を見ることがあるという。 1本のプノレウキモに附着しているウニの数が

5，280個をかぞえた例があり，ウニやアワビの食害は相当なものなので，乙れ

らを餌としている otters(カワウソ)が居る乙とは Nereocystis-Pterygophora 

m務の繁茂を助けている乙とになるとの乙とである。

Summary 

A giant snake-like creature or monster reported last June in the newspaper 

Asahi and the Associated Press dispatch from Obihiro， Japan， as discovered by a 

fisherman" on the beach at Ohtsu， Province Tokachi in Hokkaido， was easily known 
from its photograph (Photo A in' this paper)出atappeared in the Asahi to be a 

long stipe of“Bull KelpヘNereocystisluetkeana (MERTENS) POSTELS et RUPRECHT. 
In this paper are given: two photographs of the kelp which were taken by Mr. Y. 

ONO of Obihiro City and sent from the Hokkaido Branch of the Asahi (Photos A 

& B); some interesting and noteworthy contents of the .letters which were sent to 

our laboratory from seven persons in and out of Japan to inquire what the “monster" 
turned out to be; and a .brief ecological and economical notes ，of the kelp on the 

basis of the latest Canadian and American publications. 

引用文献

1) SCAGEL， R. F. (1960): The role of plants in relation to animals in the marine 
environment. Proc. 20th Ann. Biol. Colloq. Oregon State Coll. Apr. 1959， 9-29. 

2) (1961): Marine plant resources of British Columbia. Bull. Fish. Res. 

Board of Canada， no. 1幻， 1-39. 3) McLEAN， J. H. (1962): Sublittoral ecology of 

kelp beds of the open coast area near Carmel， California. Biol. Bull 122 (1)， 95-114. 
4) HUTCHINSON， .A.H. (1953): Marine plants of economic importance of the Canadian 

Pacific coastal waters. Proc. 7th Pacific Sci. Congr. 5， 62-66. 
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96 藻類第10巻第3号昭和37年 12月

佐渡ケ島の“板アラメ"に就いて

野間光蔵様・北見健彦桝

M. NODA and T. KITAMI: On “Brick-arame" 
produced only in Sado Island 

日本海の沿岸に生育する海藻は貧弱であると云われ，また充分なる研究

淵査もないが，著者等は東部日本海の略々中央部に位置する佐渡ケ島の沿rド
に於いて生育する海藻を270種以上を確め得た。この海涼数は他の地方に比

べて決して少なくはなく，積類及び分布から考察しでも佐渡ケ.島は日本海の

海深研究には誠に好適の地であり且つ興味ある地帯である。また，乙の島lこ

は海藻から島の人々によって作られる見馴れない加工品がある。“sea-lace"

と云われるツノレモ (Chordafilul1l LAMOUR.)を乾燥させた干しツルモ (dried-

tsurumo) を短かく切ってお汁物に入れて食膳に供するのはこの島だけであ

り，秋田，山形地方では，アカモク (Sargasslunhorneri C. AG.)を“gibasa"

といってよく洗って旅に入れ，それに熱湯をかけてから醤油，味曽或いは酢

で日分の好みによって味をつけて食べるが，よく御飯にかけトロロのように

すると仲々うまいそうである。最近小木にその地方から舟で購いに来ている

が，この烏では未だアカモクは利用していないようである。本文では佐波に

於いてのみ製産せられている“板アラメ"(~rick-~rame) が非常に興味ある

ように思われ，主としてその製法について調査したので紹介する。

我が同では静岡県相良名産の所謂“刻アラメ"(Cut-arame)がある o 乙

れは太平洋沿岸に思産するアラメ (Eiseniabicyclis SETCI-IELL)から製品にす

るの伊勢，志摩，供iltなどでも加工されている。乙れらの製法と似寄った点

もあるが， “似アラメ"は日本海に産するツノレアラメ (Ec klonia stolonifera 

UKAM.)を原藻として加工されるもので佐渡ケ烏に限られている。佐渡ケ島

における“j反アラメ"の製法は古くから伝わっている o I昭和 25~6 年頃まで
きたえびす

は凶海岸にある相川町北狭， 北鵜島などの一部の農家で刷業的に行なって

いただけで島内に於けるツノレアラメの全採取量に比べjJiM3なものであった。

保 新潟大学理学部及び佐渡臨海実験所

州新潟大学佐渡臨海実験所

A
V
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野田・北見: 佐渡ケ島の“板アラメ"に就いて 97 

最近の観光土産としての売れ行き増加なども影響して“似アラメ"の加工が

急に広まり，乙の地方で採取されたツノレアラメの大部分が“似アラメ"とし

て加工されており，季節的専業者も見られるようになった。

原藻の採取

“板アラメ"の原藻， ツノレアラメ (Eckloniastolonifera OKAM.)は島内で

は単にアラメ或いはカジメと呼ばれて居り，比較的淡水の影響の少ない海中

の10数mまでの岩上に生育する。葉状休は幅広い披針形にして長さ 30-.，，50

cm，幅10-.，，15cmあって単条または縁辺羽裂し，小鋸歯状の突起を有し，葉

而には著しく織があり，葉基部は模形または多少円く，繊維状根は輸生し，

その一部のものは茎の如く伸長して旬旬線となり，処々根を生じ新個体を生

ずる。本種は伸長する旬旬根によって特徴づけられ，日本海特産である。原

藻としては 4月中旬から 6月中旬にかけて大部分が採取される。採取の初日

は各部落ごとに多少異なる。乙の日は“kuchiake"と称し，部落の古老など

がアラメの伸び只合，凪，その他を考えに入れて田植えの終り頃の適当な日

を選んで夫々決定する。“kuchiake"の日には磯舟或いはタライ舟を持つ漁夫

は家族総出で採取に出かける o それ以後は大方自由採取になる o 採取には 9

4......，8 m位の竿j俸を用いる。 竿の先には二股を取り付ける。 二股は長さ 1-."

1.5 m位で前年真すぐにや{Iびた直径約 1-.，，1.5cmあるネムノキやガマズミの

校或いは鋼鉄のワイヤーでつくられ，二股の先端が約20cm位開らく様にし，

二股の両校には滑り止めとして葉縄または麻縄を左右逆方向に螺旋状に巻き
ねじぼう

付ける(第 2図)。乙のような二股の付いた竿棒は通例振棒 (screwpole)と呼

ばれている o 舟{乙乗って或いは岩上に立ってガラス符で‘l覗きながら，アラメ

を探し，ネグ棒の二股の部分に海rl:Jの宕而(ζ生育するアラメの茎部を挟み，

竿を旋わして乙れを捲き付けて岩而から剥ぎ取る。乙の他，原藻として海中

時化などで海岸に打ち揚げられたものを用いるo

“板アラメ"の製法

“板アラメ"の最初の作業は海岸に作られた舟小尽などで行なわれてい

るの採取して来たアラメは葉基部の処で切られ恨茎部を取り除く。 i欠に良く

生長した大形の葉を最下層にして凡そ 10枚程その上!こ積-み束ね，揃えて長軸

の方向に巻き，合の上にて長さ約30cmの薄刃の包丁で側而から幅5-.，，8mm

位に刻み，リボン状にする。最近では家畜の飼葉切りに似た専用の刻み道具

を使用するものも多くなった。乙の場合は道只{ζ挟んで長いリボン状のもの
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98 務類第10巻第3号昭和37年 12月

第1図 ツノレアラメ (Er:klοIIW

.，101011 i/i'川 OKAM.)
第2図 仮体 (screwpole) 

の先端を示す

lζ亥IJむ。入手不足やその仙の条例目で直ちに “A!xアラメ"の作製が悶1#iな湯合

lζは， リボン状のままで直射円 光に当てて乾燥させ，-/I"~保存する。

多く はリボン状lζ切ったものは淡水または 1/3位海水を加えた淡水をが1:

湯させたr:IJ(ζ投入し， .J情の間で漸くつぶれれる位の11次かになるまで煮る。

との操作!ζ要する時間は個体の成熟度合によって奥なるが 4月頃採取

じたものは約 30分， 6月頃のものになると， 1吋間半位かける。煮上った リ

ボン状のものをグlレ，その他適当な用器lζ取り ，7J<.気をきると同時lζ杭度を

下げる。それからi札オパナ或いは笹などで作った告の子を台lζ し，その上

!と型枠を並べ，先に冷しておいたリボン状のアラメをその枠内で形をつくる。

型枠は杉またはアスナ ロ材を 3.3x l.2 cm (ζ 製材した棒4本で作ったもので

底，悲のない縦 tW， ~-'-fJさ 1 2 . 6x 19.8 x 3.3 cmの4角形を したもので，それ
に12.3x 19.5 cmの荒状の圧板を周忌:する。 煮上げて冷しておいた リボン状

のアラメをi経るくー搾り取り出し，一端を持ち， しどく一機に してリボンを揃
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第 3図

第 4図

第 5図

第 6図

第 7図

野田・北見 佐渡ケj誌の“仮アラメ" Iζ就いて 99 

酬輔酔明

(左上)舟小屋での作業

(左下)型枠の長紬方向K平行して両側の粋木上ICリボンを置

" t;こと乙ろ

(右上)枠木の上にかかっていたリボンを四万からT$Iζ枠内

K折り込んだもの

(右中)庄板をしたととろ

(右下)型枠を取り外したととろと出来上った '板アラメ。

える。i欠lζ型枠の枠木の上lζ リボンの中程がかかる様lζ して直交して置き適

当lζ拡げる。その場合最初に型枠の長q話l方向[ζ平行して両側lζ(第 4図)，次

lζ乙れと直角に短軸lζ平行にして拡げる。。くにリボンの乱れたままのものを
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100 目指類第 10巻第3号昭和 37年 12月

枠内に充す様しっかり詰め込む。そして今まで枠木上にかかっていたリボン

を今度は短羽h!C:::平行な方から先1C:::悶方から丁寧に折り込む(第 5図)。その上

lζ葦板を置き(第6図)，蓋の上から石等適当な重しをして数分放置する。そ

の後重しを取りのぞき欠lζ両手の親指で葦板をおさえ他の指全部を枠木に

かけて枠を上方lζ取り外す。次に葦板を多少横lと沼・らす様lとして取り去ると，

賓の子の台上lζ出来上った“板アラメ "が残る。

煮上ったリボン状のアラメから 1個の“板ア ラメ"を作製するに要する

時間は 40~50 秒ですむ。 普通lζは数個の型枠を使用して重しで圧えている

間!と他の枠を使って順々に繰り返してゆく 。台上の “板ア ラメ日は動かすと

未だ形がくづれるので貨の子ごと動かし，直射日光下で乾燥をはかる。乾燥

は天候lζ左右 され， 数日を要する。型枠から外したものも 2日位日光lζ当て

ると， 手に取っても形がくずれなくなるので浜辺の石やコン クリ ー ト上に直

接並べ騎射熱を利用する。乾探して出来上った “i反ア ラメ"の製品は 1個平

均9.5x 15.5 x 2.2 cm大で，重さは約 100gである。

第8図 授の子においたまま直射日光で乾燥しているところ
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瀬木 . アメ リカ を巡りて (III) 101 

一時保存して置いたりボン状のアラメは入手の出来た時，淡水l乙もどし，

煮てから “板アラメ"，ζ作製する。また煮上ったものをそのまま調味して食
用にも供する。“板アラメ"を食膳lζ供する時は半日乃至 1日，水または湯に

浸 して置き， 軟かくしてから用いる。

結辞

“板アラメ円(Brick-arame)は日本海lζ産するツjレアラ メ (Eckloniasto-

lonifera OKAM.)を原藻とし， 佐渡lζ於いてのみ加工せられ，輿ー味深きもので

あるので， その製法について調査し，緩めてみた。特に北海道大学・山田幸男教

授のおすすめもあり，色々 と御示教を得た。此処K謹んで感謝の芯を捧けγこい。

参考文 献

OKAMURA， K.: Icones of Japanese AIgae vol. 3 (1916)， p. 172， pl. 140. 山田幸男・木

下虎一郎 北海道海産動組物図譜，海藻筋第 2iijjf (19LI9)， p. 7， pl. 34. 遠藤吉三郎海産

植物学 (1911)，p. 422. 

アメリカ を巡 りて (IIJ) 

瀬木紀男

T. SEGI: My visit ta America (Ill) 

(7) 口スアンゼルスから再

びサンフランシスコヘ

ロスの滞在を終り10月3日

朝再びシスコへ向う 。ロスの新

空港は各航空会社が夫々独立の

専用 ピノレを持つ素晴しく大きな

もので，待合室から波り廊下が

飛行機の昇降ロlζ延び，地面Iζ

降りず直接乗り込める様になっ

ている。 UALで 1時間半程飛

んでシスコへ到着 したが，偶然

加州大学の LifeSci巴ncesBuilcling 

(部類学教室は8階ICあり)

新崎博士と同じホテノレで好都合であった。翌朝早速パークレーの加州大学を
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102 務類第10巻第3号 IIB和'37年 12月

10年振りで訪れた。 既に山田， 田中 向山諸先生が来訪され，又目下千原

氏が術在しておられるお馴染の大学である。 ]Ji良く PAPENFUSS教授，SlLVA 

藻類学教室(11告主主室)入口にある印刷機

(加州大学， Life Sciences BuiJcling内)

博士共lζ而会出来，お互の健在

を祝した。藻類学教室は Life

Sciences Builclingの8階 lζ あ

り，入口lζは印刷機があって簡

単なものは自ら印刷出来る綴に

なっている。室内の状況は在室

の人が変っているだけで昔と少

しも変らず懐しかった。然 し小

生のシカゴ滞在1:1コに起った飛行

機事故で， 研究員の GORDON

氏が思いがけなく惨死したと

SlLVA氏が涙ながらに諮った。お昼休みに同氏と美しいキャンパスを歩き，

立並ぶ学生のピラや立札を見ながら Sathergateから外へ出ると，新しく出

来た Stuclentcenterが展開1する。有プ'jfζは屋根の高さが夫々違った学生食堂

が一斉に立並び， 左方lζは Auclitorium‘ot五cebuilcling， Stuclent U nion等

がある。乙乙の池にはいつも番をしているという名物の犬がいる。乙の辺一

帯色とりどりの各国の服装をした学生が行き通い，如何にも国際色豊かであ

る。猶， Stuclen t U nion (学生会館)l;t 1+1貨は全く使わず学生関係の寄附金の

みで出来たもので， lounges， ballroom， meeting rooms， game rooms，学生食

堂，売庖等完備している。

持ii在中の一日 PAPENFUSS

氏 と白色の時計塔 Campanile

towerへ上り，四周を見i泣すと

果てしなく美しいキャンパスが

拡がる c111上には放射能研究所，

中腹には競技場， 音楽堂，寄 1~1

舎をはじめ各教室の ピノレが限り

なく立並び絵の様に美しい。

乙こから DurantHa!l を訪れた

が，乙乙は東洋専門のi絞警が多

ノマーペン フス教授(右)とシノレヴァ一博士

(出l州大学構内にて)

- 26 
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い。また滞在中 SILVA氏の好芯で Gold巴nPark内の SteinhartAquarium 

を訪れた。同館は目下一部修迎 I~中j争コでで、あつたが， Tr口:lgg伊巴r凶s(Tr討iggaFishesポタ

ンを押すとカニの餌が!降笥下する仕掛あり)， Sand Tiger Sha訂rks王cs，Flippy (大

亀亀，Kく巴句y

M巴吋dak王也a(σJapanes巴 R町lCぽ巴 五fish同)，Wolf-Eel (βS巴回aAn巴mon巴 と居る)， Piranha 

(Am羽1azon産)， Talking fish (Yellowish， Spotfin Croak巴r)等興味深かった。

乙の帰りに有名な Fisherman'sWharfを訪れたが， 漁船は美しくペンキで

塗られ，文:旬、市場では巨大な エ ピ(イ セエピの 3~4 倍もある ) 1ζ驚いた。

10月9日SILVA氏の箪で新崎氏と共!ζ MossBeachへ採集[ζ行った。

約 2~3 時間 ドライ ブし ， 見 iJ.主す限りの住宅地帯， Westlalce等を過ぎると

褐色の荒削りの海岸地帯が続きいかにも大陸的だ。 間もなく MossBeach 

k着き Lami1laria，Gloioρhloea， Nereocystis， F.μcus， Egregia， Ptilota_ P07~­

phyra， GigaTtina， Agardhiella， Erythroρhyllwn，。ρμtiella，Gαstroclonium， 
Botryoglossum， Hymenenα， Pikea， Halosacci・on，Pteros砂honia，GeudμI7n等

30余荘i採集するととが出来た

が，務長iζ印象深かったのは巨

な }lereocy.~ぅ tis が一面にう

ず高くつみ上げられている風

景ーであった。

10月11日lζは同じく 3人

で Pacificgroveへ向い， 2時

間程ド ライ ブして Palo alto 

の Stanford大学K着く 。 医

学部は壁が組い目のように作

ってあり，天:Jiから大きな鉢

うず高く紛っ た Nereocystis
(Moss Beach海岸ICて)

値が吊り下げて飾られ，前庭!とは数々の美しいl噴水がある。スーパーマーケ

ット，工学部附属の工場等があると乙ろはいかにも私大らしい。 ζ 乙を通過

してii町らくする と山に入る。 乙の辺一帯は Bigbasine State Parkと称する

森林公園で，Red woodの巨木がうっそうとして立並ぶ。 Mont巴日 yの20カ

国の外国語を教える Armylanguage Schoolを過ぎ，夕方 HopkinsMarine 

Station Ie:漸く到着して Dr.ABBOTTと再会した。ζの実験所前lζは沢山の

白い鳥 CaliforniaGull (Cormorant fishing F:佼う)がとび立ち，右岸lζは如、

2:i-
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市場水産関係の工場(缶詰等)がある。 この附近の海藻は既lζ ABBOTT女史

が採集準備 しておいてくれたが Gelidium，Pelvetia， Enter01n01-pha， Batrio-

clιiia，Calloρhyllis， Plocamium， Laurenaa， Batryoglossum，文 NIac1"Ocystis

上にあるもので， HOLLENB2RG教授により おか5判 onzaと lifehistOTyが

相注する と研究された Pterochondriawoodii等あり興味深かった。 夕方

アボ y ト女史(右)と?在者

(l-lopkins Marine Station織内lζて)

見渡す限り浮雌する Nen仰の山¥(海岸近く)

と1¥1acrocyslisの1汗落
(Monterey Peninsulaの海岸!とて)

SILVA氏の車で Montereype-

ninsulaの所謂 17mileドラ イブ

lζ出かけた。 ζ の辺は私有地の

為，入場料を払って入る。見渡

すかぎりの公園， ゴノレフ場，

Cypressの美 しい並木が泉てし

なく続き，一方海岸(ζは岸辺[ζ

Nereocystis (プクプクと巨大な

気胞が浮 いている)， 沖合には

NJacrocystisが浮遊してR-r訟を

作りf毎回が黒くな って い る程

で， 折からのタ聞の中で実!と壮

観であった。searockでは Cali-

foania sea lionのガァ ーガ了{

という鳴き声が対岸でもよく聞

える。翌日 は又 ABBOTT女史の

エp.で有名な避暑地 Carmelを訪

れたが， 途中家ぐるみ包んで消

毒 している所をみて一寸興味深

かった。CarmelBeach， Mission 

Point等で沢山の打揚げ海泌を

採集したが Alariム Pterygo-

ρ11.01-α， Desmarestia， Egregiム

D ic tyo neurum鵠の{位、 丸太の如き Nereoc)叫1..すが海岸[ζ一斉lζ打上げ， 之

IC多くの MaC7-ocystお もiftり壮観であった。

滞在最後の昼頃 PAPENFUSS教授宅を訪れたが，此処も 10年前と全く変

らなかった。 ただ可愛いいJjjやであった令息の Mr.TEDDYは今は既に立派

• - 28-
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に成人され?目下アフリカのガーナでre虫類の研究をしつつ，高校教諭とし
て活躍しておられる由である。そのためか自宅の一室には多くの生きた究虫

類の採集があり，グロテスクな蛇等が這い廻っていた。

(8) サンフランシスコからシアトルヘ

シスコの滞在もいつしか夢の如く過ぎ去り， 10月15日午前9時 UAL

でシアトノレに向う。濃霧のため予定より大分遅れ2時間余もかかつて漸く到

着したが，まだ他の空港に着かなくて幸であったとのととである。翌日珍し

く雨降りの中をワシントン大学の中央水産研究所を訪ね， 所長 DONALDSON

博士と会見後， PALUMBO博士の案内で所内を見学する。 乙乙は Radiation

Biologyが活援に研究されているが， PALUMBO氏は藻類に関するラジオアイ

ソトープ，藻類の生態に関する研究を行なっている。 Mrs.SI-IORTの案内で地

下室の御自慢の標本室(各国からの莫大な数にのぼる水棲動物ありに Counter 

roomでの精密な機械装置をみ， 且つ Fresh "¥vater algae についての説明を

聞く。この一室では Fernlakeで Alkaloidにて Carp，Sucker等の移しい魚

が弊死している写真に注目をひいた。又この研究所構内の池では折から鮭の

採卵が行なわれていて興味深かった。乙乙で放流したものはかなり北洋にて

日本に捕獲され， こ乙の海岸には日本漁船のガラス製の大きな円い浮子(ウ

キ)が流れつく事もある由である。昼頃 PALUMBO，HELD両氏と共に町をド

ライブする。北辺の地のせいか何となくうらぶれた感じもする。午後ワシン

トン大学の植物教室を訪ね，大学附属の FridayHarbor Laboratories にて海

藻の ecology，cytologyを受け持つている NEUSHUL氏と種々語り，Postelsia 

の標本を戴き，又所長の FERNALD氏と会見した。翌日町の中央にある Drive

in Bankを訪ねたが，車から降りず直接用足しの出来る能率的な点アメリカ

らしく興味深かった。

(9) シアトルからパンクーパーヘ

10月18日午前日時 10分 UALでシアトノレを発ち， 40分後パンクーパ

ーに着いたが，幸い快晴に;恵まれ機上から雪をいただいたカスケード山脈が

美しくみえる。空港で簡単な検査の後‘折柄留学中の林氏と PENNEY氏の出

迎えを受け，同氏宅に向った。秋酎の清々しい森林や田園地帯を過ぎ，昼過

ぎBritishColumbia大学の BiologicalScience Building に SCAGEL博士を

訪ね， 海藻実験室にて POら，siphonia，Gelidiumの標本を検する乙とが出来
た。 乙の室には研究生として DRUEHL氏と， ハワイ産の海藻研究中の LEE

- 29-
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ライアー乾燥器 (下部には電熱

上部の煤突には換気扇のつ

いたl虫取紙乾燥箱) は一寸而白

く注目 された (写真参照)。

教室入口前の廊下には Green

又乙とにある ド

この

氏が居られる。

器，

(Mar. 

Pacific) Fryeella， Desmm-estia， 

Egregiaλ!fenziesii， Nori， Konbu 

等が美 しく展示されていた。構

内は清潔で敷地が広く，灰色の

落着いた英国風のピノレが立並ん

で本当に爽快であるコ化学教室は超モダンで，小さな多数の窓は全部色ガラ

スが使われ，夜は内部の照明を通 してJ傑々な色を発する。海洋教室は木造で，

乙乙lζ Dr.PICKADを訪ねた。変ったものに BrockHall Muralと云うもの

があり， ピノレの壁而lζ各学部の徽章が美しく展示しである。

大学の構内のー|叫には日本庭園が造られ，石崎能や有名なが「渡戸稲造博

North of alg. AJgae 

唾

-aa，
挺

-aE，
a
-

護

‘h喝、h

ドライアー乾燥総(中央)ー下部，c電熱線，
上部の筒，c換気弱あり

(プ リティ ッシュ・コロンピア大学，

藻類学実験室iζて)

士を記念する石碑が立 ってい

る。又立派な木造の日本家屋

が建ち畳， 障子 (ニューヨーク

Haskins Laboratories でも

内部lζ障子が仕切りとして使つ

である)，茶席まである立派なも

のである。まるで日本のどとか

の

.~，'I--，~ 

Brock Hall Mural 

(各学部の徽f~: ，右JtffJ下部のものは水産

主部-fishを示す，中央上部のものは海

洋学部-opposlllgcurrentsを示す，左

端下部のものは生物学部-fourrepro-
ductive symbolsを示す，ブリ テイツゾ

ュ・コロン ピア大学にて)

- 30-

LamilZa ria， 

興味深Macrocystisの発生を，

を歩いている様な錯覚にとらわ

れる。又桝内の FllC1.l1tyclllbで

Dr. SCAGEL， Dr. COLE (女史)， 

Dr. STEIN (女史)と屡々会食 し

て色々 Discllssionする乙とが

出来たイlH，COLE女史の好芯で

Costan:a， Alaria， 
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く抑iいた映画 ‘'Thesexual reproduction of some brown alga巴"を観覧した。

又乙の教容で~<<i まれて 1 1本のノ

リにつ いて の講演を行なった

り.もり沢山のスケグューノレで

あった。

T!J'， l'のスタ ンレー公H，Iも2
皮科 ドライブする乙と7)'，'1¥ ;j~た

が. リスがすぐ LIのiifiをピョン

ピョンと人なっとくとび処lって

いるというj長1j~l さであった 。 ζ

乙にかつて 1 1 本に i)'~ ~"l した S.S

Empress of .fapan ( 1891 ~1922) 

の. 木造の也の彫刻のある ilill

スケジュール博士(右)，スクイン女史 (Flコ央)

及びコ ーJレ女史(左)

(プ リテ ィァシュ ・コロ ンビア大学，

Fac山yclub古ii(cて)

(Figurehead)が記念[ζJR不しであるが，阿附、，j.;近庄には λNelのli?1向ο「り)1人川.

いている。

乙乙にある水族館は:;Rり大きく はなかったが，内特は栢めて充実してい

る。水桝にいる Lingcod(0ρh.iodoll elollgatus)， Giant skilfish (Mystery fish)， 

Alligator snapping (Turtle， Ji!Jacroclemys tem/1uncki)， Lionfish (Pterois voli-

tans)， Bat stingray (I-Iolorlullus Calザ01川 !cα)等，j苅の池にいる CanaclaOtter 

も興味深かった。 又実物の Nereocystisが， 7)( ;f~ilC投入されて展示しである

Jiは殊に注目された。

滞在中の 10月21n lfi)j Friday I-Iarbor Laboratories及び OrcasIsl.へ採
集lζ行くためノインク ーパーからパスlζ乗り ，1可境を越えてfI}び米同僚に入り，

Anacortesから大きなjll(絡船 (rlJIζ多数のカーを入れる) IC乗って夕方十lViく

Friclay Harbor lC着いた。 Mr.GROSEの出迎えをうけ， 所長 Dr.FERNALlJ 

と再見 し得て好都合であった。此処はかつてILlm先生が来訪された所で，森

の111にポツ ンポツンと独立した一戸建の宿舎，研究所が援んでいる。u下大
尖験京の建築工事rl-Iで.之[ζ 口本式主t築が加l沫されるとの:jfである。翌日乙

の辺ー布・の採集を行なった後 Orcas Isl. IC向った。 乙乙は例の IくYLlNの

Orcasiaの原産地で P01YSlρhOlliasellticulosa I-IARVEYは校が内生的にl11

*るという列1.1I-1で OrcasiaIζ属せしめられた。 乙乙も乍者としては必非訪

れたい処であった。 Orcasia の type は I~)Eに Lu ncl で ~n者がjù査したが‘ 之

- ;)1ー
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オ Jレカス山の遠望

(迎 絡船上より)

(10) パンクーパーから帰国の途ヘ

と近似の多数の定1:涼を採集する

事が出来た。猶， ホテ Jレの ~'G)苫

[ζ，岡市が11LUで何も写ってい

ないヱハガキがあったので不思

議!こ思い，L111ーの親爺{ζ聞くと，

行;むげに“Nolight"と符えた。

オノレカスj誌の夜は11日い。何処へ

行っても人工の土!のがIlく アメリ

カでは，No lightである乙とも

一つの判長らしい。

10月 25口いよいよ帰国の11守が来た。奇しくも丁度カナダ同首相も，同

日口本訪問の旅lζ特別機で出られたが，途中故防で-rI.引き返されたとの事

である。fft者の CPAは定刻「|1発したが，僅か十数人の乗仇:のみで，ガラあ

きであった。 途rllAnchorage Iζ思いがけなく着陸liしたが，4:ic下前政欧の|時
寄った際と全然変りなく，懐しかった。ζとは既lζ氷勾[ζおおわれ， さ{や氷

をふんで附近を散歩する。少JE!後再び郷い上り， アラス カ大|訟の上をゆく 。

ジェット機のため飛ぶというより，大気の中lζっき込んでゆくという感じで

ある 。 周囲は成問闘でう す背く ， 壮絶を~1Eめる 。 ア ラス カ 大陸が遥か裂の下
lζ横たわる。 :1¥発後 1011寺問，夜となって機は11'，jもなく来京着とのアナウン

スと共lζ ぐんぐんと下る気配を感じ羽IJIIC着陸。車輸の響きがピン ピンと符

き，とにかく口本!と安着してホッとする。又ごちゃどちや した日本!ζ帰り，

児(しいようなもっと府たかったような惚雑な気作であった。 (完)

(三軍県立大学水路学部)

- 32-



学

学会録事

.6. 
~ 録

会員移動

事

(問和37年8月16日より昭和37年 12月15日まで)

新入会 (7名)

住所変更 (7名)

現在会員数 396名

本学会所蔵の雑誌及び論文別刷目録

(1961. 12. 1-1962. 11. 30聞に受領せしもの)

別刷

109 

K. IMAHORI and H. SUGA: Characeous Vegetation Study of Lake Kizaki， Japan. 

Science Rep. Kanazawa Univ. V61. 7， No. 1， pp. 85-105， 1960. 

須賀瑛女: 愛知県における Tolyρellagracilis IMAHORI (Charophy阻)について.植物

研究雑誌 Vo1.31， No. 9， pp. 262-266， 1956. 

今堀宏三・須賀瑛文: 木崎湖におけるシヤジクモ群落の分布とその遷移(予報).植物研究

雑誌 Vol.33， No. 8， pp. 240-244， 1958. 

尾形英二: ノリ糸状体の生長に関する研究.水産講習所研究報告 Vol.10， No. 3， pp. 423-

- 33-
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500， Pls. 1-XII 1961. 

岡本一彦: わに川干拓地(利根川沿岸)に生育するポウアオノリ.自然科学と博物館 Vo1.

29， No. 7-8， pp. 144-147， 1962. 

金沢昭夫: 海藻のビタミン B群に関する研究--1. ビタミン含有量について. 鹿大水

産紀要 Vol.10， pp. 38-69， 1961. 

谷口森俊: 日本の海藻群落分布論. その 1，医学と生物学 Vo1.58， No. 5， pp. 169-171， 

1961，同その 2，Vol. 59， No. 2， pp. 40-42， 1961. 

志摩，的矢湾における海藻群落と波動との一関係.医学と生物学Vo1.50， No. 

2， pp. 56-61， 1959. 

北海道商部，忍路湾の海藻群落. 医学と生物学 Vo1.50， No. 5， pp. 167-169， 

1959. 

北海道余市湾の海藻群落. 医学と生物学 Vo1.51， No. 3， pp. 97-99， 1959. 

北海道東部沿岸の海藻群落. 医学と生物学Vol.54， No. 4， pp. 139-143，1960. 

雑誌

BOTAHH4ECKH白)KYPHAJI:Tom. 46， No. 9.~Tom. 47， No. 9. 
日本菌学会会報 Vo1.IIT. No. 1-No. 6 (草野会長記念号)， Vo1. IV， No. 1. 

評議員会記事

昭和 37 年~10月8日， 日本縞物学会第27回大会を機に開催する本学会総会に先立つ

て，評議員会が同日午後2時半から 4時40分まで，瑞穂、短期大学(名古屋市瑞穂区存般町

2丁目)に於いて開催された。

出席者 (A)評議員一加崎英男(関東)，瀬木紀男(中部)，広瀬弘幸(近畿)，猪野俊平

(中国・四国)，田中岡Il(九州)0(B)会長一山田幸男。 (C)幹事一中村義輝，舟橋説往。

欠席者: 時田駅・川端清策(北海道)，黒木宗尚(東北)，嫡田三郎(関東)，八木繁一・生

駒義博(推薦)の各評議員(時間・生駒珂評議員は夫々瀬木評議員，山田会長に委任した)。

即ち全評議員11名中5名出席， 更に2名の欠席評議員の委任を加えて下記の事項に

ついて意見を鰐めた。

1. 幹事側提出の昭和36字度庶務・会計報告の原案を検討，これを承認したο

2. 会長選挙に関する件

山田会長より発言があり「本学会も創立以来10年を経過し，会員数も 400名近くなっ

たので，会長選挙を総会席上で行なう従来の方法では，全会員の;昔、志を反映させるという

点で，どうかと思うので，時勢に則した方法によりたいと考えて，先般来(37.9.6発信)評

議員の各氏に，書簡によって，御窓見をいただいたが，これらを要約するに改正した方が

よいとの窓見が多い様に思われるので，葱に用意した，他の諸学会の会長選挙の方法等も

参照にして論議願いたい」との主旨の提案がなされた。
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そこで評議員会では会長選挙の方法を改めるか否かの，結論を!Jjす乙ととし，活j設な

論議の後，改正することに怠見が纏まり，このあと引続き開かれる総会に提出する原案を

次の如く作製した。

『会長は国内在住の全会員の投票により，会員の互選で定める(その際評議員会は参考

のため若干名の候補者を推薦することが出来る)。幹事は会長が会員r:fJよりこれを指名依嘱

する。』

これは本会々則附則第 1条の改正の件として総会の議題とすることとした。

3. 本会創立10週年記念事業に関する件

標記の記念事業について会長より各評議員に諮問(37.9. 15発信)して，予め文書によ

って種々の意見をいただいていたが，これらについて怠見の交換，補足が行なわれた。

これらの意見を摘記すると次の通りである。

(1)日本藻類学会賞，副賞O万円。 (2)10週年記念論文集刊行。 (3)記念特別講演会開

催。 (4)国内藻類文献集刊行。 (5)国際藻類学会を日本に招致。 (6)日本藻類学会講演発表

会。 (7)国内外の海藻研究所，臨海実験所の紹介。 (8)会長・幹事に感謝状。 (9)雑誌「藻

類JI-X巻までのインデックス作製。 (10)藻類増殖・養殖の現況紹介。 (11)小冊子名簿

(記載事項:学歴，連絡先，専門分野及関心ある事項)しかし予算面等の関係上，最も実現

性のあるものでしかも会員全体が恩恵、に浴せる項目に絞って災行したらどうかということ

になり，総会の議題とすることにした。

第 10回総会記事

本会第 10回総会は，評議員会に引きつづき午後6時30分より 9時20分まで名古屋大

学(東山)構内豊田講堂，階上第 l会議室に於いて開催された。出席会員は38名であった。

これに先立ち同講堂ロビーにて5時30分より約1時間夕食をとり乍ら自己紹介等が行な

われた。

次に会の順序に従って，これを報告するo

1. 開会の辞: 中村幹事

2. 会長挨拶: 山田幸男氏

3. 議長選出: 慣例により地元会員の瀬木紀男評議員が選出された。

4. 議事

A. 庶務・会計報告:

さきに本誌、第 10巻第 1号末頁に印刷した昭和36年度報告(白!凶和泌.4.1至昭和37.

3.31)に基づいて，舟橋幹事から説明があり承認を得た。又これにひきつづき 10月8日現

在で会員数は391名に達し，会費の納入状況は昭和35，36年度は凡そ9割納入すみ， 37年

度分は目下の処6割5分納入すみであること等の中間及び補足的報告があった。

福島博会員より会計の決算報告はあるが，予算審議をも行なった方がよいのではない

F
b
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かとの発言があり F 出席者大多数これに賛成し，昭和 38年度より実施することに決定し

た。また評議員選挙の際の得票数を公表すべきではないかとの論議があったが，目下の処

公表の必要なしということになった。

B. 本会々則附則一部変更の件:

中村幹事より本件の経過及び趣旨の説明があり，この総会の前に開催した評議員会で

緩めた原案を提議した。

a) 附則第 1条の改正(会長選出)

「会長は圏内在住の全会員の投票により互選する(その際評議員会は参考のため若干名

の候補者を推薦することができる)。

幹事は会長が会員中よりこれを指名依嘱する。」

この原案に基づいて慎重に討議の結果，全出席会員挙手を以て改正原案に賛成これを

承認した。そして更に「事務所は会長のところにおくことを原則とするjこれを再確認し，

これを記録しておくことを申合わせた。

b) 会長選出の時期

附則第l条の改正に伴い，会長選出の時期について論議が行なわれたが，任期の 1カ

月前に改選すること，更に 1カ月前に，会長選出のための評議員会を開催することを決定

した。

c) 役員の任期と会計年度

会長，幹事，評議員等の全役員の任期と会計年度とを一致させてはどうかとの意見が

あり， これを一致させることに大多数賛成し， 任期と会計年度は一致させることに決定

した。

第1回の総会席上行なわれた会長選出はl昭和27年10月11日で，山田会長が選出され

て以来，総会から総会までが従来慣例的に役員の任期であったが，爾今会計年度と役員の

任期とを一致させるために，昭和37年会計年度末の昭和38年3月31日付で，会長，評議

員，幹事等の全役員の任期を満了とし，昭和38年4月1日より新役員により会の運営に当

ることを決定した。

そこで具体的には，昭和38年2月末日までに会長選挙を行なう (2月中)。同1月末日

までに会長選挙に関し，評議員に諮問する(1月中)。

役員改選の執行は幹事会に一任すること，また現在の会長および本総会に出席全評議

員は任期の残余期聞はこれを放棄するとの申合わせがあった。

d) 附則第4条の改正(役員の任期)

そこで以上の決定申合わせ事項に基づき，附則第4条を次の掬lく改正することを，全

員挙手を以て賛怠を示し，決定した。

「会長および地区選出の評議員に欠員を生じた場合は，前任者の残余期間次点者を以て

充当するo..J
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C. 10週年記念事業:

評議員会で取上げられた案件の他に，会員中より「タイプスペシメンの存在場所のリ

ストを作製して欲しいj等の怠見もあったが，その他にも何かアイデアがあれば幹事まで

一報願い度い。

結局この件については幹事会に一任するということになった。

D. そのイ也:

a) 明年度の本会総会は，日本植物学会が岡山市で-開催されるのを機に岡山大学で引

受けるとの挨拶および抱負が猪野評議員(中国・ I~国)より述べられた。

b) 生物学研究長期計画~ (第二次案)のプリントが全員に配布された(介水島正美氏

都立大)0 10 月 9 日の分類学会にて，藻類学会の方々の~W~見を出して欲しいとのことであ

った。

一一以上を以って総会を打切る(午後8時30分)ー一

E. スライド上映 (15分 rフランスの話」 田中 剛氏(鹿大)

映画 (20分) r志摩半島J(瀬木紀男氏の御尽力)
斯くて全員地元評議員瀬木紀男氏の御尽力によりこの会合を開催できたことに感謝の

拍手を送り解散した。

尚，瀬木氏と共に御協力下されました地元の神谷平氏(愛知大学)，および谷口森俊氏，

喜田和四郎氏等の三重県立大学の瀬木研究室の方・々に厚く御礼を申し上げます。

(舟橋幹事記)

出席者 (AB CJ!民)

秋山 優 江越千代 榎本幸人 福島 博 舟橋説往

藤林園子 広瀬弘幸 猪野俊平 入来義 i2i・ 事iI谷 平

加崎英男 喜田和四郎 北見秀夫 小林艶子 熊野 茂

丸山 晃 御船政明 中村義輝 中沢信午 西林長朗

西沢一義 大房 岡I) 岡田喜一 奥野春雄 斎藤雄之助

沢田武男 瀬木紀男 瀬戸良三 須賀瑛文 田中 岡I}

谷口森俊 建 武 坪 出宏 津村孝平 梅崎 勇

山田幸男 イ也に 大滝 保 土屋行信 (敬称略)

役員移動

庶務幹事田沢伸雄氏移動に伴い，昭和 37年 10月31日付を以って退任。
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会員諸君か ら大体次の事柄を御含みの上投稿を期待します。

藻類に関する小論文 (和文)，綜説，論文抄録，刻t銭等。

原稿掲載の取捨，掲載の順序，体裁及び校正は役員会に一任のEと。
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